
 

 

 

 

 

付録－２ 

  路面下空洞調査業務における補修対応フロー（案） 
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※陥没危険度の判定基準は次頁に示す。 

 



陥没危険度の判定及び異常箇所対応方針（案） 

 

陥没の可能性評価（5.2 調査の方法を参照）において、陥没危険度Ａの異常箇所の対応

方針を「Ⅰ.直接対応・二次調査」とした。陥没危険度Ｂでは、深度が 0.4ｍかつ広がりが

1.5ｍ以上の異常箇所について、陥没危険度Ａに近く危険性が高いと判断できるため、対

応方針を「Ⅰ.直接対応・二次調査」とするとともに、陥没危険度Ｂ①に区分した。その

他の陥没危険度Ｂにおける異常箇所は陥没危険度Ｂ②の区分とし、対応方針は「Ⅱ.優先

度を決めて対応」とした。陥没危険度Ｃの異常箇所の対応方針は「Ⅲ.経過観察」とし

た。なお、路面上の変状が確認できるなど陥没の危険性が高い箇所については、陥没危険

度Ｅとし、対応方針を「緊急対応」とした。 

 

 

 

陥没危険度の判定及び異常箇所対応方針（案） 
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陥没危険度Ｂ② 

Ⅱ.優先度を決めて対応 

陥没危険度Ｂ① Ⅰ.直接対応・二次調査 



空洞調査結果の区分（案） 

 

空洞調査の結果や補修履歴などは、付表のように区分して記録し、計画的に実施する舗装の修

繕に活用することとする。 

 

  付表 空洞調査結果の区分 

空洞調査結果の 

区分 
二次調査 評価 

Ⅰ 実施済み 空洞無しまたは補修済み 

Ⅱ 未実施 異常信号有：経過観察 

Ⅲ 未実施 異常信号有：二次調査を実施 

Ⅳ 実施済み 空洞有：未補修 
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